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づいて ｢ガーゼをもって来ましょう｣というが母親は ｢これでいいです｣と答えた｡ しばらく学生は為すすべがなく





め､話 しを聞いてみた｡学生はただ泣 くばかりで､｢先生､もう私は行き詰まってしまいました｡ どうしたらいいの






























































にのびていくんだ､と安心 していることはできない｡体験 したことの意味を考えさせる指導が必要になってくるO そ
の意味では私は実習で受け持ちを引き受けて下さっている患者さん方に一番の感謝をしている｡
実習での学びが本当に効果的であるためには､カリキュラム全体を通 して様々な改革と工夫が求められる｡ 看護教
育という取り組みは常に将来を見っめ､現在の課題に敏感であり､かつ本質を押さえていることが大切である｡ 看護
教育が変わりつつある現在､専門職として私たちが生き残れるかという大きな問題を突きつけられている思いがする
のである｡
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